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。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
い
わ
ゆ
る
違
法
未
加
入
年
金
・
健
保
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
①
及
び
②
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
等
を
滞
納
し
た
者
に
対
す
る
財
産
の
差
押
え
は
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第

百
九
十
二
号
）
第
七
十
九
条
の
二
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
三
等
の
規
定

に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

御
指
摘
の
よ
う
に
、
本
来
、
健
康
保
険
に
加
入
す
べ
き
者
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
こ

と
は
適
切
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
当
該
者
の
勤
務
先
が
健
康
保
険
の
適
用
事
業
所
若
し
く
は
健
康
保
険
を
適
用
す
べ
き

事
業
所
で
あ
る
か
ど
う
か
、
又
は
当
該
者
の
勤
務
形
態
が
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
を
満
た
す
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
事
業
所
に
対
す
る
調
査
を
行
っ
て
初
め
て
把
握
可
能
で
あ
る
た
め
、
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
所
に
対
す
る
必
要
な
調

査
に
更
に
取
り
組
み
、
確
実
な
適
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険

料
等
を
滞
納
し
た
者
に
対
す
る
財
産
の
差
押
え
の
う
ち
、
本
来
、
健
康
保
険
に
加
入
す
べ
き
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
の

件
数
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
る
実
態
把
握
を
行
う
考
え
は
な
い
。

一
の
③
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
調
査
は
、
国
会
議
員
の
求
め
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
が
、
一
市
の
行
っ
た
滞
納
処
分
の
状
況
に
つ
い

て
、
当
該
市
の
担
当
者
に
対
し
電
話
に
よ
り
照
会
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
か

ら
平
成
二
十
六
年
一
月
ま
で
の
間
に
当
該
市
が
行
っ
た
六
件
の
滞
納
処
分
の
う
ち
、当
該
市
が
保
有
す
る
記
録
に
照
ら
し
て
、

当
該
滞
納
処
分
の
時
点
又
は
そ
れ
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
世
帯
主
が
被
用
者
で
あ
る
世
帯
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
判

断
で
き
る
も
の
は
二
件
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
そ
の
被
用
者
で
あ
る
世
帯
主
は
、
ル
ー
ル
上
、
企
業
等
の
健
保
に
加
入
す
べ

き
人
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
①
及
び
②
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
保
険
料
を
滞
納
し
た
者
に
対
す
る
財
産
の
差
押
え
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）

第
九
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

御
指
摘
の
よ
う
に
、
本
来
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
べ
き
者
が
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
こ

と
は
適
切
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
当
該
者
の
勤
務
先
が
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
若
し
く
は
厚
生
年
金
保
険
を
適

用
す
べ
き
事
業
所
で
あ
る
か
ど
う
か
、
又
は
当
該
者
の
勤
務
形
態
が
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
資
格
を
満
た
す
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
実
際
に
事
業
所
に
対
す
る
調
査
を
行
っ
て
初
め
て
把
握
可
能
で
あ
る
た
め
、
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
所
に
対

二



す
る
必
要
な
調
査
に
更
に
取
り
組
み
、
確
実
な
適
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
国
民
年

金
の
保
険
料
を
滞
納
し
た
者
に
対
す
る
財
産
の
差
押
え
の
う
ち
、
本
来
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
べ
き
者
に
対
し
て
行
わ

れ
た
も
の
の
件
数
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
る
実
態
把
握
を
行
う
考
え
は
な
い
。

ま
た
、
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
①
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
」
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

日
本
年
金
機
構
が
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七

十
号
）
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
年
金
保
険
料
等
を
徴
収
す
る
権
利
が
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
前
に
、
過
去
に
遡
っ
て

厚
生
年
金
保
険
等
を
適
用
し
た
件
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
日
本
年
金
機

構
が
事
業
所
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
厚
生
年
金
保
険
等
の
適
用
状
況
に
関
す
る
調
査
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

三


